
お父さん・お母さんの子育てQ&A
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どうして公民を勉強するの？

秀英塾フォトニュース

クッションの上で体を丸くして、すっかり
気が抜けているキティ。先輩猫の貫禄も、こ
のときばかりはどこへやら。丸くなった背中
とゆったりした寝顔から、安心しきっている
様子が伝わってきます。見ているこちらまで
力が抜けてしまう、完全オフのひとコマです。

プログラミング教室通信

情報オリンピックも一段落したので、ゲームづくりや電子工作、ホ
ワイトハッカー講座、資格取得対策を希望する生徒は積極的に申し出
てください。受験が終わった中3生向けの体験教室もありますので、こ
の機会に是非体験してみてください。
また次回のジュニア・プログラミング検定＆プログラミング能力検

定は 3月7日(土) 実施分を受付中です。

2月の俳句 秀英塾公式SNS
XやInstagramも更新中！

LINE ID：zzk7201j
X(旧Twitter):@syuuei_juku
Instagram: syuuei_juku
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枝うつり
原石鼎(1886-1951)

中学生から「公民って、政治の話で難しいし、自分には関係ない
でしょ？」と言われることがあります。たしかに、今はまだ選挙
権もなく、政治を身近に感じにくいかもしれません。
でも、公民はこれから社会の一員として生きていくために欠か

せない科目です。

今月は衆議院議員選挙があります。テレビやインターネットでは、
政党や候補者が「私たちの考え」を訴えています。ですが、その
内容を正しく理解し、自分なりに判断するためには、公民の知識
が必要です。たとえば、「国会」「内閣」「法律」「税金」「社
会保障」といった言葉は、すべて公民で学ぶ内容です。これらを
知らなければ、選挙の話を聞いても、何が大切なのか分かりませ
ん。

公民を学ぶ目的は、政治の仕組みを覚えることではありません。
一番大切なのは、「自分の意見を持ち、社会の出来事を自分ごと
として考える力」を身につけることです。なぜ税金を払うのか、
なぜ法律を守るのか、なぜ選挙が行われるのか――そうした「な
ぜ？」を考えることが、公民の学びです。

「どうせ自分一人が投票しても変わらない」と思う人もいるかも
しれません。
しかし、選挙は多くの人の一票が集まって初めて意味を持ちます。
その一票を、雰囲気やイメージではなく、考えて選べるようにな
るために、公民を学んでいるのです。

また、公民はニュースを正しく理解する力も育てます。
SNSやインターネットには、強い言葉や極端な意見があふれてい
ます。公民の知識があれば、「本当にそうなのか？」「他の見方
はないのか？」と立ち止まって考えることができます。これは、
だまされないための大切な力です。

公民を学ぶことは、将来選挙に参加し、社会をつくる側に立つた
めの準備です。今はまだ実感がわかなくても、数年後には必ず必
要になります。だからこそ、選挙が行われる今月こそ、公民の学
びの意味を考えてほしいと思います。
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